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Revolucionario Institucional, 以 下 PRI） で あ る。
2000 年大統領選での国民行動党（Partido Acción 


































命 党（Partido de la Revolución Democrática， 以
下 PRD）および労働党，「市民運動」による左派
選挙連合「進歩主義運動」からアンドレス = マ
ヌエル・ロペス = オブラドール（Andrés Manuel 
López Obrador），そして PAN からホセフィーナ・
バスケス = モタ（Josefina Vázquez Mota）が擁立
された。選挙の結果，選挙戦を通じて優勢が伝え







20 州が PRI 州知事の統治下に収まることとなっ
た。さらに，14 州 876 市で実施された市長選では，




































































あった。図 1 に示すように，PRI に近いといわれ
る調査会社 Consulta Mitofsky や，親 PRI の新聞






























































概算から，キャンペーン支出の上限（3 億 3600 万
ペソ）を優に超えているとの批判がなされていた。




















馬した 149 名の下院議員と 2 名の上院議員の選挙
キャンペーン支出オーバーを認定するものであっ



































































31］）。図 2 に示すように，2010 年時点で PRI，
PAN，PRD に帰属意識を持つ人の割合はそれぞ
れ 25％，18％，8％であり，これに対して無党派

































選で PRI に投票した人と PRD に投票した人の 8
割以上が，2012 年にも引き続き同じ政党の候補
者に投票しているのに対し，2006 年に PAN に
入れた人の票は 2012 年選挙では分散し，約 3 割









いを増しており，2014 年 9 月現在，PRI は実に





















ル デ ロ ン（Felipe Calderón Hinojosa） 両 PAN 政






Macías ［2013: 129-131］; Serra ［2013: 136］）。 キ ャ
ンプ（Camp ［2012］: 455）によれば，「現在国内で
もっとも重要な問題」を「経済」と答えた人の





人々が，ペニャ = ニエトおよびロペス = オブラ
ドールにより多く投票していることも，いくつ
かの調査で明らかになっている（Moreno ［2012］; 






































それらは PRI 政権への変化と PRD 政権への変
化である。先行研究の多くは，PAN に対する業
績評価投票という場合，そうした制裁票による



















いえる（6）。2009 年の中間選挙で PAN が下院第一
党の座を PRI に譲ると，下院での諸改革法案の
棚上げは日常化し，カルデロン政権の運営能力は

























ロペス = オブラドールに投票している（Camp 






















の認識に重なる（Camp ［2012: 469］）。2012 年当
時，研究者を含む知識人を中心に，PRI の返り咲
きを民主主義への脅威とする論調がみられたが
































「メキシコのための協定」は，2012 年 12 月 2
日に，ペニャ = ニエト新大統領と主要 3 政党（PRI, 








政治合意に至るまでには，2012 年 9 月に連邦選
挙 裁 判 所（Tribunal Electoral del Poder Judicial 
de la Federación）がペニャ = ニエトの勝利を確







ボ・マデロ（Gustavo Madero），そして PRD から
は党首（当時）のヘスス・サンブラーノ（Jesús 
Zambrano）などが中心となって参与した。一方














































回の選挙で下院の議席数を 63 から 104 に伸ばす
という躍進を遂げており，他の左派政党の議席を
足すと PAN よりも大きな勢力となった。PRD に

















たうえ，PRD および PAN は党内部に常に協定反
対派を抱えていたことが，存続を困難にした要因







ルギー改革では，PRD とその他 2 党との亀裂が
顕在化し，2013 年 11 月末，ついに PRD は「メ
キシコのための協定」から脱退する。政治・選
挙改革での国民投票制度（consulta ciudadana）を





2013 年 12 月に両院を通過した。エネルギー改革
も PRI と PAN を中心とする議会多数派によって
実施されたが，PRD は反対を貫き，Morena 同様




























































⑴ 選挙の 1 週間前の支持率調査で，ペニャ = ニエト
と次席のロペス = オブラドールとの差を 18.5 ポイ
ントとする調査も存在した（Damián ［2012: 1］）。
実際の選挙での得票率の差は 6.62％であった。
⑵ 次 席 の ロ ペ ス = オ ブ ラ ド ー ル は 31.59 ％，3 位




⑶ 市政府については 2013 年のデータ。（http://www.
fenamm.org.mx/site/index.php?option=com_co
ntent&view=article&id=187:geografia-politica-
28 LATIN AMERICA REPORT  Vol.31  No.2
民主制下メキシコにおけるPRIの勝利
municipal&catid=15&Itemid=211）
⑷ バスケス = モタおよびロペス = オブラドールへの
票の割合は，「経済」でそれぞれ 22％と 29％，「治
安」でそれぞれ 23％と 25％であった（Camp ［2012: 
455］）。ただし，麻薬問題などで治安が悪い地域
では，その否定的業績によって制裁を受けるのは
PRI で，制裁票はロペス = オブラドールを利した














バスケス = モタに投票したのは 20％，ペニャ = ニ
エトは 32％であった（Camp ［2012: 456］）。
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